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自宅事務所横に

掲 すました

も例を見ない超少子高齢社会 大 日減少がもたらす俵しい時

代に対し 地 方都市室面から日本を変えるんだという気機を

持ち 今 まて以上に政策立察能力を盾き 挑 戦していくとい

う想いを込めました

今までの 「2備 のJ[戦」 「20代の底方Jと いつた若さのイ

メーシから 政 策て累敢に机むイメージヘと転身できれまと

思つています  「むるらんJを 平仮名にしたのは 力 強さの

中にも 柔 らかさや便しさが伝わればと思い表現しました

全国着手政治家
■ミット

台月 室 商工業大学て博士(工学)を取得

テーマは 「都市の水需給に関する研究J。

学位の名にItじることなく 今 後も研鎖

を重ねていきます

わしべつい1沿い
慢手つtl

第う回
７

１

4月  統 一地方選一年前に

あわせて蓮峡殿て開催.

鶏 ll

↓‐マ'シテン球F
,'ゴ‖7大会

おうらん聡跳孟極紹「ガ館ル映ゎれて
新時rtを政策ご筋を博習聖た動雲モた熱輪薔を軍膳をあぜを鉄

5月  全 国の若手市長 市 議12名が

志を弁愉て競うサミットに出場

黄重な経験をしました

観鰐のつじい2010

観桜 の つ !
320名の皆さんに

お集まりいただきました |

地元のお祭りての接拶

晴天下て開催

地区報告会を開催中
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◇青山の一般質問項目◇
第 3回 定例会修010310)

ものづくり 理 境産業
〉産学官民の連携
室商地域環境産業拠点形成の検証
ものづくり創出支援事業の検証
室商工業大学との連携
シップリサイクル事業
都市住宅政策
)都 市の再格察
コンパクトなまちづくけ
公共施設跡地利用計画
住みかえ意向調査
市民意見の反映と今後の取り組み
0 子 供からお年寄りまで

安 けして暮らせる地域づくり
(1)子 育て環境
幼保一元化の動向
つどいの広場
(2)高 齢書施策
高齢者の外出支援
(3)協 働のまちづくり
4L域力向上

市民活動センター

広域的な自治体連携
)定 住自立圏構想
医療 福 祉連携
広域交流の促進
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行政視察調査に

行 つてきま した

口

Ｅ

2月 8～ 9日
≪八戸市 1山台市》

会JR政務 13査.青 ‐F県ツ(戸市
では 「折エネルギー政策の取り

組みJに ついて.グ ,― ン電力

証書やと■官民の逆IA ツ サイ
クルボー トの取りれみなど生Pl
との共通Ⅲ日がありました`
でも 市 民の業境に対するご識

向上を目的に市民参"『 市 民主

導の事業に劇し総額100ガ円を

助成。柿助全が市の政策にター

ゲットを液り||されていました.
仙台市では  「ンティーセー

ルス哉峰Jに ついて 単 に者F市
を売り込むilF活 動でFiなく

必要な資源 (人 4勿 金  情 報)
を控年十るためにtF市外に削き
かけ取り紅む マ ーケティング
の活動が実践されていました.
米両市共に力強い トップセール
スの話を間けたのが自予でしたゃ

6月 2日 ～4日

《呉市 観 音寺市 岐 阜市≫

全派政務調ド.広 H県 呉Hfで

は ジ ェネリック匹薬品促進事

業と口民処康保峡事業について

回供会計の負担任」Iを□るため

に地元匹LT会とにlLしジェネ ツ

ック英品 (後発|二If品)の 処方

促進について市民と行政 医 師

会のほ り組みを学んできました。

活川県観子千市では 三 堂絡

合病院の早■l■営について,特
別なことをしていないとしなが

らも開院当初から黒■経営。減

fr償却賞の圧縮が本市とは異な

るようで した.
1岐阜県岐早市では■方向上

電子早板lr用など教育行政全般

についてjは 規に対 し自宅での

敦台について誌習 していた点や

導入が進んでいる電子黒板の活

用について興味深 く宇びました
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1者 朽危険家屋対策
懸業となっていた母恋市町と海

)1町の21Tの者朽危険T‐屋が 所
有i l_定 相lL人状況 抵 当権牛
の債能抜楽状況など訴柳に調査↓
建物本体の崩落 側 装の危険性が

高いことから解l■ け 去されるこ

とになりました (fl有財産の皆型

は個人で行うのが絶対原封1です).

当初 公 費投人で解体予定でし
たが複数の市内建設会社から地hl

社会貢HFの一環でlF体 除 去協力
の中し出があり FIP体していただ
|することになりました。
マ‐フェスト大賞受賞年で全国
から注日されたこともあり 全 国
の市議会議員団の視祭が米ていま

す。今後は 条 例‖J定やと宅備に

いうけ取り組んでいきたいです。

シッイ叫サイクfL事業|
3月かられ1体が実施されている

自動■遷投船 (120001)の モデル

争来lj 8'で終わりま+ 6月 に

よ 」 際シンポジウムもま前で開

催され市民のbLさんをはじめ国内

外のお午さんを卓l llに抱さ 世 界
的な船"白加械の必要‖セ FjL状の型
lFを深めました.劇 間中 私 も市
民兄学会の方手伝いをし 120名超
の市民の皆さんと掌尚工大市水rr

牧妊の向別を聞き ウ ォータージ

ェットの実卜を比■しました
コスト的に高共胆力i多いことかヽら

]Fr的なシステ′、づくりか1汁梁さ

れていくことで リ サイクルボー

ト室開港のにi■ がFにまれます

足鋼排そ憂縛
雪示をそ冒そさぃ(墨⊇)
皆さんの声を

聞かせてください

櫛
忙配に
針接
つ‐〓４いま却択０翠張潮

Ｐ
Ｈ
口
は
如
打
で
す
ね

お茶の間でコーヒーを飲みながら
ゆつくりおしやべりしませんか。市
政に対して ま ちづくりに対する思
い 青 山と一度部をしてみたい テ
ーマはなんでも結構です。
ますは気軽にご達絡を…6
《連絡先 4か49,0(青山)>



毎日フォーラムに寄稿
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fエ アェス ト大!ttltオアイデ
ィア,1 韓 ■,IR得を,に  多 く
のヽさんの前 ri‖よ 仙 ■十る桜
会が多くなりました
,|:年末からま in灯北ローナ|
―クラプ 社 ,「 ―タリークラブ

iM任 済]女会 生 lM工十人■
′リーンシー ド21 "「本とに七‖
究会,|ど 多 方面かもおデ|がかか
り ilⅢての機会といたださました(
iた 毎日打ド‖】J‖)の11日7サ ーラ
ム●= 企 国で‖躍十るよ七日の性

方II■を綱介するJ― ナーには■
は,1かわり布市 しました
テーヤは ■ のはい‖く将来の
lL方都市のよちちくサ【堂や 地
方irtいい台1出記ゎⅢⅢ亡です 団 体
の ft社を問わす世さたい市でお話
t,たり 考 えをた去できることⅢ

イ!し, |ヽ■

講
演

・
執
筆
活
動

2010

昼
面

工
業
大
学
の

一現
代
民
主
主
義
論
］

に
て
特
別
講
義

日―タリークラブでの議演

預張れrき うづくし,す
私の託良活動の原点に ま ちづくり市民市助です
そこで千4お`間わっている所動の一コ1をご|“介1,ます

豊蘭ワLrンドシッネパーティー
来 け]の メ

!|ブづくりと言って  ヽ市!局■担い子がいなけ,1
ばなり=せ ん ボ ランティア市動にliをう■ナri)
なうヽな方ヽ打たなチ加者 i隼 =り =せ ん
日午ほど前から2い ⅢⅢltのまちづくり活動をする
十七か ,どどなり 女〔卜1に飲■会を通 じて新たな地
lntづくりrj人材をそ加する■イの会を 1「|二衣L‖J
性 していま」|一 度に3 0 1 0 人か年ま,  な 加 t た
彼らか 市 内作地のイ末ン トを文えていま十 趣 旨
は!な ります'(HI合 いの場となり 市 府に至った
カップ,|)=十 ■飲ユ‐,一 ツコンから埼"ま せ
んか   【 お問い合わせ】424910(青 山)

北海道若手市議の会

判々島に閉W壬

■,22■ !=の北海道若手市託会
Ft員の会 (会ll13名)″う会長に't
にしました(会 H‖JいiJルを上十ヒ
し そ ‖冷体議員かもの多くのコイ
策性吉 先 進手例の!年行を図りつ
つ 十 手乱Rの 卜をlhいるri口に
取り祉みたいです 全 国の仕H資
に参ⅢⅢすることi ) 多くな, そうて
す k苓 の在 地 方世羊を中に
合営止人ヤJ■,命他 〔十

青山たけし
サポータークラフ
地方向市の弟 Ⅲ 〔括雌され
ている'の お古を1よ= 人 ‖にを

f卜来→
~る
こどで 北 ,と してい

4rii上 を也■に4子めて=||
特に 地 方 Hお 体にお| てヽは

日まぐるしく||とか上更するr)
で 件 とい高t‖if十'をヽヽち,(

付ることが不可欠て十 t近 で
i 皆 様のご丈授のおか すで
1し方出治に ⅢヽiL」

~る
方々と″うキ

ットワークに力1え と が 川の十
チ蛾阜との資】[を行い 今 後の

[と 地方のあり方について歳市
をして, iヽJ~

今後もl H● ●●円から に「1
の日■|でど支度を他‖1■け して
t まヽ'  よ うしく,対Fi Lヽil

室菌市議会議員 青山 同J
★★★★公式ホームページ

青山たけし

hitpl,wvr10 plllo or JO/t―。。ッoma

議員活動の様子 ス ケジュール

剛のつふやきなど

htt●,b hE livedoo「Jp′耐♪ uo4262

ブログ七好評公聞中

Twitterも 始めました
【raⅢ2陀】てフォロー!

建坂内閣紀理補佐官より地草主権
の話転を費議 北海道着手市議にて

青山た すしサポータークラブ

宣両信用金庫工大前支店

普通預全 国産番号 5122961


